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◇はじめに 

 例年、製図分科会では、限られた時間内での意見交換を可能な限り活発に展開したいと願って、

資料の事前提出をお願いしていましたが、本年度は、主査の交代もあり新たな視点での取組みを

始めたいと考え、製図教育からの視点で「福祉」に取り組む活動を研究テーマとしました。そこ

で新たなテーマでもあるため、今大会では取組み実践例をご紹介することとしました。 

 教材委員会の活動により、「福祉住環境コーディネーター検定試験○R 」の各校の意欲的な取組み

状況を知ることが出来ました。また、教材委員会ではこの試験の創設者である渡邉光子先生から

以下のアドバイスを頂いています。 

 渡邉光子氏からのメッセージ 

 ついに、わが国は世界一の高齢社会になりました。今後、ますます多くなる高齢者、障害者に

とってわが国の住環境は、決してやさしい環境とは言えず住宅問題や福祉サービスの在り方など

様々な課題を抱えているのが現状です。 

 私は、建築系の技術者育成に係わって２７年になりました。特に高齢社会と住環境のテーマに

取り組んで１５年になります。その間、保健・医療・福祉・建築・福祉用具などに係わっている

専門職の方々や、見識者の方々に協力を頂きながらカリキュラムを構築してきました。そして、

青山環境デザイン研究所のなかで社会人を対象に実務教育を実践し現在に至っており、多くの卒

業生を産業界に排出してきました。 

 これらの当研究所における教育実績が東京商工会議所検定「福祉住環境コーディネーター検定

試験○R 」の誕生の背景となっています。これからの高齢社会の中で、そこに暮らす全ての生活者

にとって、キーワードとなってくることは「健康」・「福祉」・「環境」そして「自立」があげられ

ます。これらを具体的に実現していくためには、人にも地球環境にもやさしい「ユニバーサルデ

ザイン」による住環境整備やまちづくりが必要になります。 

 「福祉」とは、「住宅に始まり住宅に終わる」また「自分らしい暮らしの中で幸せになる」と

いう意味を持っています。今後とも福祉マインドを持ち高齢社会の現場に精通し、対応できる福

祉住環境に関わる専門職の育成が必要です。 （平成 16 年 10 月 20 日 教材委員会での講話より） 

 

 そこで、これまでの教材委員会の取組みを受けて、本製図分科会でも「福祉」の視点からの製

図教育を分科会テーマに設定しました。どうか先生方には、工夫や改善の知恵と達成感の喜びに

結びつく教科指導の取組みを共有化できますように、本資料をもとに活発な意見交換を願ってお

ります。 

 また、次年度は、今回の報告をもとに、先生方の実践報告を例年のように事前提出頂く形式を

予定しております。あわせて、「関心・意欲・態度」「思考・判断」「知識・理解」「技能・表現」

の４つの観点から評価する評価基準についての具体的な提案や報告もお待ちしております。今後

も、アイデア溢れる事例報告が楽しみなところです。 

製図分科会主査 小島 聡 

（千葉県立東総工業高等学校 建設科） 

 

 

 
  

「福祉住環境コー
 
ディネーター検定試験○R」は東京商工会議所の登録商標です 



評価の観点 建築設計製図

評価の観点　[７　実教　０１９　建築設計製図]

関心・意欲・態度 思考・判断 観察・実験の技能・表現 知識・理解

各種建築工事に使用される設計図書を
作成することに関心や探究心をもち，建
築設計製図の意義や役割の理解および
諸問題の解決を目指して，主体的に学習
に取り組むとともに，建築技術者としての
望ましい心構えや態度を身につけようとし
ている。

各種建築工事に使用される設計図書作
成に関する諸問題を総合的な見地から的
確に把握し，自ら考察を深め，建築設計
製図における基礎的・基本的な知識を活
用して，適切に判断し，創意工夫して設
計製図法を身につけようとしている。

各種建築工事に使用される設計図書作
成に関する基礎的・基本的な知識を習得
するとともに，創意工夫して設計製図法を
探求する方法を身につけ，それらの過程
や結果およびそこから導き出される考え
方を的確に表現することができる。

建築設計製図に関する学習や作図・課題
演習を通して，建築設計製図に関する基
本的な概念や総合的な把握の仕方を習
得し，各種建築工事における設計図書の
意義や役割，作図手順を理解している。

１
章

第１章　製図の基本
１　製図用具と使い方
　　　１　製図を行う環境
　　　２　製図用具
　　　３　線
２　製図規約
　　　１　製図に用いる線
　　　２　製図に用いる文
　　　　　字
　　　３　図面
　　　４　図の配置
　　　５　尺度
　　　６　寸法
　　　７　表示記号のいろ
　　　　　いろ
　　　　（製図例１基本練
　　　　　習図）

・製図用具の種類と基本的な使い方およ
び用具を正しく使い，用具の特質・くせを
考え，十分使いこなすことの理解に意欲
的に取り組もうとしている。
・製図の基本である線と文字ははっきりと
きれいかくこと，そのような線の引き方と字
のかき方の理解に意欲的に取り組もうとし
ている。
・JISの｢製図総則」，｢建築製図通則」に関
する知識，製図規約に関心を持ち，誤り
のない図面をかくことの理解に意欲的に
取り組もうとしている。

・製図用具の種類と基本的な使い方およ
び用具を正しく使い，用具の特質・くせを
考え，十分使いこなすことを思考しようとし
ている。
・製図の基本である線と文字ははっきりと
きれいかくこと，そのような線の引き方と字
のかき方を思考しようとしている。
・JISの｢製図総則」，｢建築製図通則」に関
する知識，製図規約を習得し，誤りのない
図面をかく方法を思考しようとしている。

・製図用具の種類と基本的な使い方およ
び用具を正しく使い，用具の特質・くせを
考え，十分使いこなすことを身につけるこ
とができる。
・製図の基本である線と文字ははっきりと
きれいかくこと，そのような線の引き方と字
のかき方を身につけることができる。
・JISの｢製図総則」，｢建築製図通則」に関
する知識，製図規約を理解し，誤りのない
図面をかく方法を身につけることができ
る。

・製図用具の種類と基本的な使い方およ
び用具を正しく使い，用具の特質・くせを
考え，十分使いこなすことを身につけてい
る。
・製図の基本である線と文字ははっきりと
きれいかくこと，そのような線の引き方と字
のかき方を身につけている。
・JISの｢製図総則」，｢建築製図通則」に関
する知識，製図規約を理解し，誤りのない
図面をかくことを身につけている。

評　価　規　準



評価の観点 建築設計製図

２
章

第２章　建築造形の基本
　　と投影法
１　造形の基礎
　　　１　形態と調和
　　　２　色と質感
　　　３　造形の表現
２　投影法
　　　１　投影法とは
　　　２　陰影のつけ方

・美しい建築物の中にある構成の比率や
基本寸法，構成の良否を支配するものが
比例にもとづく視覚上のバランスであるこ
との理解に意欲的に取り組もうとしてい
る。
・住宅の内部空間と外部空間の配色や質
感，彩色用具の種類，造形の表現の特徴
を理解して基本的な表現方法に関心をも
ち，造形の基礎，建築造形の基本の理解
に意欲的に取り組もうとしている。
・物体を平面状に表現する方法として投
影法があり，その図法に関心を持ち，正し
くかくことの理解に意欲的に取り組もうとし
ている。
・建築物の最もよい形が表現できるような
構図の取り方，視点と建築物の位置およ
び立面図や透視図に陰影をつける表現
方法の理解に意欲的に取り組もうとしてい
る。

・美しい建築物の中にある構成の比率や
基本寸法，構成の良否を支配するものが
比例にもとづく視覚上のバランスであるこ
とを思考しようとしている。
・住宅の内部空間と外部空間の配色や質
感，彩色用具の種類，造形の表現の特徴
を理解して基本的な表現方法を習得し，
造形の基礎，建築造形の基本を思考しよ
うとしている。
・物体を平面状に表現する方法として投
影法があり，その図法を理解し，正しくか
くことを思考しようとしている。
・建築物の最もよい形が表現できるような
構図の取り方，視点と建築物の位置およ
び立面図や透視図に陰影をつける表現
方法を思考しようとしている。

・美しい建築物の中にある構成の比率や
基本寸法，構成の良否を支配するものが
比例にもとづく視覚上のバランスであるこ
とを身につけることができる。
・住宅の内部空間と外部空間の配色や質
感，彩色用具の種類，造形の表現の特徴
を理解して基本的な表現方法を習得し，
造形の基礎，建築造形の基本を身につけ
ることができる。
・物体を平面状に表現する方法として投
影法があり，その図法を理解し，正しくか
くことを身につけることができる。
・建築物の最もよい形が表現できるような
構図の取り方，視点と建築物の位置およ
び立面図や透視図に陰影をつける表現
方法を身につけることができる。

・美しい建築物の中にある構成の比率や
基本寸法，構成の良否を支配するものが
比例にもとづく視覚上のバランスであるこ
とを理解している。
・住宅の内部空間と外部空間の配色や質
感，彩色用具の種類，造形の表現の特徴
を理解して基本的な表現方法を習得し，
造形の基礎，建築造形の基本を身につけ
ている。
・物体を平面状に表現する方法として投
影法があり，その図法を理解し，正しくか
くことを身につけている。
・建築物の最もよい形が表現できるような
構図の取り方，視点と建築物の位置およ
び立面図や透視図に陰影をつける表現
方 法 を 身 に つ け て い る 。

３
章

第３章　建築の設計製図
１　計画と設計の流れ
２　設計に用いられるいろ
　　いろな図面
　　　１　図面の役割
　　　２　図面の分類
　　　３　図面の種類
　　　４　各種図面の表記
　　　　　事項とかき方
　　　（製図例２平家建
　　　専用住宅設計図①）

・ 建築設計の進め方の順序の理解に意
欲的に取り組もうとしている。
・図面のもつ役割・分類・種類について，
その目的と内容の理解に意欲的に取り組
もうとしている。
・○図面は，図面内容を正確に，むだを
省いて，要領よくまとめること，寸法のおさ
え方，尺度による表示内容の精粗，それ
ぞれの図面のかき方の手順に関心を持
ち，正しい線の使い方によってきれいに
かかきあげることの理解に意欲的に取り組
もうとしている。

・ 建築設計の進め方の順序を思考しよう
としている。
・図面のもつ役割・分類・種類について，
その目的と内容を思考しようとしている。
・図面は，図面内容を正確に，むだを省
いて，要領よくまとめること，寸法のおさえ
方，尺度による表示内容の精粗，それぞ
れの図面のかき方の手順を習得し，正し
い線の使い方によってきれいにかかきあ
げることを思考しようとしている。

・ 建築設計の進め方の順序を身につける
ことができる。
・図面のもつ役割・分類・種類について，
その目的と内容を身につけることができ
る。
・図面は，図面内容を正確に，むだを省
いて，要領よくまとめること，寸法のおさえ
方，尺度による表示内容の精粗，それぞ
れの図面のかき方の手順を習得し，正し
い線の使い方によってきれいにかかきあ
げることを身につけることができる。

・ 建築設計の進め方の順序を理解してい
る。
・図面のもつ役割・分類・種類について，
その目的と内容を理解している。
・図面は，図面内容を正確に，むだを省
いて，要領よくまとめること，寸法のおさえ
方，尺度による表示内容の精粗，それぞ
れの図面のかき方の手順を理解し，正し
い線の使い方によってきれいにかかきあ
げることを身につけている。



評価の観点 建築設計製図

４
章

第４章　木構造の設計製
図
１　木構造の設計
　　　１　木構造設計の基
           礎知識
       ２　木造２階建専用
           住宅の設計製図
　　　実例①平家建専用
       住宅設計製図
　　  （製図例３）
　　　実例②２階建専用住
       宅設計製図
　  　（製図例４）

・木構造の建築物の用途によってその規
模が法規で規制され，設計に影響するこ
との理解に意欲的に取り組もうとしてい
る。
・建築基準法の基本事項・防火処置・内
装制限および健康環境・保守維持管理な
どの知識の理解に意欲的に取り組もうとし
ている。
・基礎・骨組の形式・仕上方法・建築物の
配置・階段の詳細など，住宅設計の知識
の理解に意欲的に取り組もうとしている。
・平家建専用住宅，２階建専用住宅の設
計条件や設計の要点に関心をもち，設計
製図の具体的な流れの理解に意欲的に
取り組もうとしている。

・木構造の建築物の用途によってその規
模が法規で規制され，設計に影響するこ
とを思考しようとしている。
・建築基準法の基本事項・防火処置・内
装制限および健康環境・保守維持管理な
どを思考しようとしている。
・基礎・骨組の形式・仕上方法・建築物の
配置・階段の詳細など，住宅設計の知識
の習得を思考しようとしている。
・平家建専用住宅，２階建専用住宅の設
計条件や設計の要点を習得し，設計製図
の具体的な流れを思考しようとしている。

・木構造の建築物の用途によってその規
模が法規で規制され，設計に影響するこ
とを理解することができる。
・建築基準法の基本事項・防火処置・内
装制限および健康環境・保守維持管理な
どの知識を身につけることができる。
・基礎・骨組の形式・仕上方法・建築物の
配置・階段の詳細など，住宅設計の知識
を身につけることができる。
・平家建専用住宅，２階建専用住宅の設
計条件や設計の要点を習得し，設計製図
の具体的な流れを身につけることができ
る。

・木構造の建築物の用途によってその規
模が法規で規制され，設計に影響するこ
とを理解している。
・建築基準法の基本事項・防火処置・内
装制限および健康環境・保守維持管理な
どの知識を身につけている。
・基礎・骨組の形式・仕上方法・建築物の
配置・階段の詳細など，住宅設計の知識
を身につけている。
・平家建専用住宅，２階建専用住宅の設
計条件や設計の要点を理解し，設計製図
の具体的な流れを身につけている。

５
章

第５章　鉄筋コンクリート
　　構造の設計製図
１　鉄筋コンクリート構造
　　の設計
　　　１　鉄筋コンクリート
　　　　　構造の設計手順
　　　２　鉄筋コンクリート
　　　　　構造の基礎知識
２　鉄筋コンクリート構造
　　の製図
　　　１　鉄筋コンクリート
　　　　　構造の図面
　　　２　鉄筋コンクリート
　　　　　構造製図の基礎
　　　　　知識
　　　３　図面の尺度と製
　　　　　図の手順
　　　４　一般図
　　　５　かなばかり図・
　　　　　詳細図
　　　６　構造図
　　　実例③
　　　　店舗付事務所
　　　　設計図（製図例５）
　　　実例④
　　　　集合住宅設計
　　　　図（製図例６）

・鉄筋コンクリート構造のもつ特殊性を設
計の面に活用・応用することの理解に意
欲的に取り組もうとしている。
・鉄筋コンクリート構造の建築物・設計順
序・方法に関心をもち，建築基準法・関連
法規に対して検討できる知識の理解に意
欲的に取り組もうとしている。
・鉄筋コンクリート構造の図面の種類と基
本的な役割，それぞれの図面のかき方の
手順に興味を示し，鉄筋コンクリート構造
の製図法の理解に意欲的に取り組もうとし
ている。
・構造計算書および構造計算基準にもと
づいて作成する図面の作図法の理解に
意欲的に取り組もうとしている。
・店舗付事務所，集合住宅の設計条件や
設計の要点に関心を持ち，それらの建築
物の設計製図の具体的な流れの理解に
意欲的に取り組もうとしている。

・鉄筋コンクリート構造の構造法のもつ特
殊性を設計の面に活用・応用することを
思考しようとしている。
・鉄筋コンクリート構造の建築物・設計順
序・方法をを理解し，建築基準法・関連法
規に対して検討することを思考しようとし
ている。
・鉄筋コンクリート構造の図面の種類と基
本的な役割，それぞれの図面のかき方の
手順を習得し，鉄筋コンクリート構造の製
図法を思考しようとしている。
・構造計算書および構造計算基準にもと
づいて作成する図面の作図法を思考しよ
うとしている。
・店舗付事務所，集合住宅の設計条件や
設計の要点を習得し，設計製図の具体的
な流れを思考しようとしている。

・鉄筋コンクリート構造の構造法のもつ特
殊性を設計の面に活用・応用することを
身につけることができる。
・鉄筋コンクリート構造の建築物・設計順
序・方法を習得し，建築基準法・関連法
規に対して検討できる知識を身につける
ことができる。
・鉄筋コンクリート構造の図面の種類と基
本的な役割，それぞれの図面のかき方の
手順を習得し，鉄筋コンクリート構造の製
図法を身につけることができる。
・構造計算書および構造計算基準にもと
づいて作成する図面の作図法を身につ
けることができる。
・店舗付事務所，集合住宅の設計条件や
設計の要点を習得し，設計製図の具体的
な流れを身につけることができる。

・鉄筋コンクリート構造の構造法のもつ特
殊性を設計の面に活用・応用すること理
解している。
・鉄筋コンクリート構造の建築物・設計順
序・方法を理解し，建築基準法・関連法
規に対して検討できる知識を身につけて
いる。
・鉄筋コンクリート構造の図面の種類と基
本的な役割，それぞれの図面のかき方の
手順を習得し，鉄筋コンクリート構造の製
図法を身につけている。
・構造計算書および構造計算基準にもと
づいて作成する図面の作図法を理解して
いる。
・店舗付事務所，集合住宅の設計条件や
設計の要点を理解し，設計製図の具体的
な流れを身につけている。



評価の観点 建築設計製図

６
章

第６章　鋼構造の設計
　　製図
１　鋼構造の設計
　　　１　鋼構造の設計
　　　　　手順
　　　２　鋼構造の基礎
　　　　　知識
　２　鋼構造の製図
　　　１　鋼構造の図面
　　　２　一般図
　　　３　構造図
　　　４　詳細図
　　　実例⑤
　　　　工場設計図
　　　　　　（製図例７）
　　　実例⑥
　　　　店舗付事務所
　　　設計図
　　　　　　（製図例８）

・鋼構造によって構築する建築物の使用
目的にあった骨組の形式・使用する鋼
材・接合方法を適切に決めることの理解
に意欲的に取り組もうとしている。
・図面の種顆とその縮尺との関係，部材
の組立・接合の方法と表現，仕上材の取
りつけ方についての理解に意欲的に取り
組もうとしている。
・鋼構造の設計の基礎知識と，鋼構造の
一般図と構造図の基本的な知識と図面の
かき方の手順（主要構造材・補助構造材・
仕上材の順にかく）に関心をもち，鋼構造
の製図法の理解に意欲的に取り組もうとし
ている。
・工場，店舗付事務所の設計の要点，そ
れらの建築物の設計製図の具体的な流
れの理解に意欲的に取り組もうとしてい
る。

・鋼構造によって構築する建築物の使用
目的にあった骨組の形式・使用する鋼
材・接合方法を適切に決めることを思考し
ようとしている。
・図面の種顆とその縮尺との関係，部材
の組立・接合の方法と表現，仕上材の取
りつけ方を思考しようとしている。
・鋼構造の設計の基礎知識と，鋼構造の
一般図と構造図の基本的な知識と図面の
かき方の手順（主要構造材・補助構造材・
仕上材の順にかく）を習得し，鋼構造の製
図法を思考しようとしいる。
・工場，店舗付事務所の設計の要点を習
得し，それらの建築物の設計製図の具体
的な流れを思考しようとしている。

・鋼構造によって構築する建築物の使用
目的にあった骨組の形式・使用する鋼
材・接合方法を適切に決めることを理解
することができる。
・図面の種顆とその縮尺との関係，部材
の組立・接合の方法と表現，仕上材の取
りつけ方について理解することができる。
・鋼構造の設計の基礎知識と，鋼構造の
一般図と構造図の基本的な知識と図面の
かき方の手順（主要構造材・補助構造材・
仕上材の順にかく）を習得し，鋼構造の製
図法を理解することができる。
・工場，店舗付事務所の設計の要点を理
解し，それらの建築物の設計製図の具体
的な流れを理解することができる。

・鋼構造によって構築する建築物の使用
目的にあった骨組の形式・使用する鋼
材・接合方法を適切に決めることを理解し
ている。
・図面の種顆とその縮尺との関係，部材
の組立・接合の方法と表現，仕上材の取
りつけ方について理解している。
・鋼構造の設計の基礎知識と，鋼構造の
一般図と構造図の基本的な知識と図面の
かき方の手順（主要構造材・補助構造材・
仕上材の順にかく）を習得し，鋼構造の製
図法を身につけている。
・工場，店舗付事務所の設計の要点を理
解し，それらの建築物の設計製図の具体
的な流れを身につけている。

７
章

第７章　建築設備の設計
　　製図
１　建築設備の設計
　　　１　給排水衛生設備
　　　　　の設計
　　　２　冷房・暖房設備
　　　３　電気設備
２　建築設備の製図
　　　１　設備機材の図記
　　　　　号の表し方
　　　２　設備図面の種類
　　　実例⑦
　　　　平家建専用住宅
　　　　給排水・衛生設備
　　　　図（製図例２－11）
　　　実例⑧
　　　　平家建専用
　　　　住宅冷暖房設備
　　　　図（製図例２－12）
　　　実例⑨
　　　　平家建専用住
　　　　宅電気設備図
　　　（製図例２－13）

・設備のシステムの選定にあたっては，建
築主の要望・都市施設の状況・法規制・
気候などの外的な条件が主要な要素とな
ることを理解し，身につけようとしている。
・給排水衛生・冷房・暖房・電気の各設備
の基礎知識を身につけようとしている。
・設備図面は，ＨＡＳＳやＪＩＳ規格と異なる
表現方法を用いたり，異なる設備分野を
組み合わせた図面構成をすることを理解
し，設備機材の図記号の表し方，設備図
面の種類と役割の習得に意欲的に取り組
もうとしている。
・木造平家建専用住宅の，給排水・衛生
設備図と冷暖房設備図のかき方の手順の
習得に意欲的に取り組もうとしている。

・設備のシステムの選定にあたっては，建
築主の要望・都市施設の状況・法規制・
気候などの外的な条件が主要な要素とな
ることを思考しようとしている。
・給排水衛生・冷房・暖房・電気の各設備
の基礎知識の理解を思考しようとしてい
る。
・設備図面は，ＨＡＳＳやＪＩＳ規格と異なる
表現方法を用いたり，異なる設備分野を
組み合わせた図面構成をすることを習得
し，設備機材の図記号の表し方，設備図
面の種類と役割を思考しようとしている。
・木造平家建専用住宅の，給排水・衛生
設備図と冷暖房設備図のかき方の手順を
思考しようとしている。

・設備のシステムの選定にあたっては，建
築主の要望・都市施設の状況・法規制・
気候などの外的な条件が主要な要素とな
ることを理解することができる。
・給排水衛生・冷房・暖房・電気の各設備
の基礎知識を理解することができる。
・設備図面は，ＨＡＳＳやＪＩＳ規格と異なる
表現方法を用いたり，異なる設備分野を
組み合わせた図面構成をすることを習得
し，設備機材の図記号の表し方，設備図
面の種類と役割を理解することができる。
・木造平家建専用住宅の，給排水・衛生
設備図と冷暖房設備図のかき方の手順を
理 解 す る こ と が で き る 。

・設備のシステムの選定にあたっては，建
築主の要望・都市施設の状況・法規制・
気候などの外的な条件が主要な要素とな
ることを理解している。
・給排水衛生・冷房・暖房・電気の各設備
の基礎知識を身につけている。
・設備図面は，ＨＡＳＳやＪＩＳ規格と異なる
表現方法を用いたり，異なる設備分野を
組み合わせた図面構成をすることを知り，
設備機材の図記号の表し方，設備図面の
種類と役割を習得し身につけている。
・木造平家建専用住宅の，給排水・衛生
設備図と冷暖房設備図のかき方の手順を
身につけている。



評価の観点 建築設計製図

８
章

第８章　ＣＡＤによる設計
　　製図
１　ＣＡＤシステムの概要
　　　１　建築分野へのコ
　　　　　ンピュータの導入
２　ＣＡＤシステムの基礎
　　知識
　　　１　ハードウェア
　　　２　ソフトウェア
　　　３　データの活用
　　　４　ネットワーク
　　　５　ＣＡＤの応用
　　　　　（コンピュータグラ
　　　　　　フィックス）
３　ＣＡＤによる製図
　　　１　ＣＡＤ製図の
　　　　　ＪＩＳ規格
　　　２　ＣＡＤに用いる
　　　　　用語
　　　３　ＣＡＤによる図面
　　　　　の作成

・ＣＡＤシステムの概要・特色・ＣＡＤが建
築業界に導入された背景，活用例の理解
に意欲的に取り組もうとしている。
・ＣＡＤシステムの基礎知識，ＣＡＤシステ
ムの基本的な構成，ＣＡＤによる製図の基
礎的な技術に関心を持ち，活用する知識
を身につけようとしている。
・ＪＩＳ規格で，ＣＡＤ用語・ＣＡＤ機械製図
に関する事項を規定していること，図面の
作成は，使用するアプリケーションソフトに
よって表現方法が変わることの理解に意
欲的に取り組もうとしている。
・汎用ＣＡＤと専用ＣＡＤの基礎的な操作
に関心をもち，図面を作成する方法の理
解に意欲的に取り組もうとしている。

・ＣＡＤシステムの概要・特色・ＣＡＤが建
築業界に導入された背景，活用例を思考
しようとしている。
・ＣＡＤシステムの基礎知識，ＣＡＤシステ
ムの基本的な構成，ＣＡＤによる製図の基
礎的な技術を習得し，活用することを思
考しようとしている。
・ＪＩＳ規格で，ＣＡＤ用語・ＣＡＤ機械製図
に関する事項を規定していること，図面の
作成は，使用するアプリケーションソフトに
よって表現方法が変わることの理解を思
考しようとしている。
・汎用ＣＡＤと専用ＣＡＤの基礎的な操作
を習得し，図面を作成する方法を思考し
ようとしている。

・ＣＡＤシステムの概要・特色・ＣＡＤが建
築業界に導入された背景，活用例を身に
つけることができる。
・ＣＡＤシステムの基礎知識，ＣＡＤシステ
ムの基本的な構成，ＣＡＤによる製図の基
礎的な技術を習得し，活用する知識を身
につけることができる。
・ＪＩＳ規格で，ＣＡＤ用語・ＣＡＤ機械製図
に関する事項を規定していること，図面の
作成は，使用するアプリケーションソフトに
よって表現方法が変わることを理解するこ
とができる。
・汎用ＣＡＤと専用ＣＡＤの基礎的な操作
を習得し，図面を作成する方法を身につ
けることができる。

・ＣＡＤシステムの概要・特色・ＣＡＤが建
築業界に導入された背景，活用例を理解
している。
・ＣＡＤシステムの基礎知識，ＣＡＤシステ
ムの基本的な構成，ＣＡＤによる製図の基
礎的な技術を習得し，活用する知識を身
につけている。
・ＪＩＳ規格で，ＣＡＤ用語・ＣＡＤ機械製図
に関する事項を規定していること，図面の
作成は，使用するアプリケーションソフトに
よって表現方法が変わることを理解してい
る。
・汎用ＣＡＤと専用ＣＡＤの基礎的な操作
を習得し，図面を作成する方法を身につ
けている。
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